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阿良田です。原田先生が、日本の食の歴史について詳細にお話しく
ださいましたので、私は⽛ジェン
ダ
ーとアジア⽜という部分について
補足的なお話をさせていただいて、原田先生へ 疑問や提案を投げかけていきたいと思います。私の立ち位置ですが、インドネシアの食文化について研究しています。また私自身が女性であるということで、ジ
ェ
ン
ダ
ー、つ
ま
り
生
物
学
的
な
男
女
の
性
差
で
は
な
く
社
会
的
な
性
(女
性
の役割分担など)
の問題を少し考えていきたいと思います。
きょうのコメントの流れは次の通り まず、共食を成立させる
ものは本当は何なのだろうということ 考えます。それから、共食の持つ機能と、今後の共食研究の視座を考え、視点を広げて くことを提言していきたいと考えています。
まず、共食って何なの
でしょうか。同じ時間に同じ場所で同じもの
を食べることは、共食の典型的なあり方です。その場合、時間も場所
も対象物も共有します。それに対して、現代社会の家族崩壊の象徴として、孤食
(ひとりで食事すること)
あるいは個食
(家族が個別に好きなもの
を食べること)
などが、批判的に紹介されることがあります。
この二つを考えると、時間や場所が違うことが原因となって、ひと
りで食べている子どもが家族から疎外化される。あるいは、別々のものを食べていることによって、一体感が失われて、疎外化される。そういうことが問題にな と解釈できるのではないかと思います。
では、必ず同じ時間、同じ場所、同じ食べものでなければならない
のでしょうか。たとえば幼児と大人と高齢者が同じテーブルについて、幼児は離乳食を、大人は普通の食べものを お年寄りはソフト食を食べる。個食にあたるケースですが、楽しく共同の場で食事をしていれば、問題ないのではな
いでしょうか。あるいは、お弁当を家族が一人
ひとり持っていって、学校や会社で食べたり作った人が家で食べたり
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しても、問題にされないと思います。
原田先生の事例でいえば、直会で、神様に差し上げた食事を後から
人がいただくこともあります。また、合火の例では、肉を食べた
Ａ
さ
んがいて、後で
Ｂ
さんが
Ａ
さんと一緒に食べると、穢れが
Ｂ
さんにう
つり、さらに
Ｂ
さんと一緒に食べた
Ｃ
さんにまでうつる。
Ｃ
さんはま
ったく
Ａ
さんとは関係ないにもかかわらず、穢れがうつる。つまり、
時間差があ 場所が違うにもかかわらず、あたかも同時に食べたかのような効果 及ぼされるわけです。
インドネシアの家庭では、わりあい日持ちのする料理を作ります。
日本だとできたての料理を出し すぐ食べるのが理想的という感じがしますが、インドネシアではそうでもないのです。料 ができたときに一緒にいれば、それなりに一緒に食べるのですが、べつに家族全員が必ず 食べなくてもよくて、テーブルなど 置いておいて 都合がつかない人は後でひとりで取 食べる、とい こと よ
く行わ
れます。断食月は、日没時や夜半の食事をみんなで食べます。でも、残ったごはんを置いておいて、工場に勤めているお兄 んが断 が始まる前のギリギリの時間にひとりで食べても、問題 ありません。
文化人類学のなかで、とくに一九九〇年代のオセアニ 研究で始ま
ったものにサブスタンス論 あります。サブスタンスは聴き慣れない言葉だと思いますが、ここでは⽛身体を構成する要素⽜というような意味です。オセアニアのいろいろな社会で、たとえばある部族 人たち
が
住
ん
で
い
る
土
地
に
何
か
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
(要
素)
が
含
ま
れ
て
い
る。そ
の
土地で育ったイモは、内部にこの土地のサブスタンスが含まれた状態で実る。そのイモを食べるとこれが取り込まれ、体がこの土地から生まれた構成物質で満 される。それ よってさらに部族や親族 結束し
て
い
く。そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
の
で
す
(櫻
田
涼
子
ほ
か
編、二
〇
一
七
年、
⽝食をめぐる人類学⽞昭和堂所収の深川宏樹論文など
を参照のこと)
。
ですから、子どもの出自についても、男女間のセックスによって遺
伝子が…ということだけではなくて、生まれた後に赤ちゃんに与える母乳のなかにサブスタンスが含まれている。あるいは、離乳後の食べもののなかに、家族の食べものと同じサブスタンスが含ま ている。生まれながらに家族であるのではなくて、 の摂取によって、どんどん家族 、あるいは一族・親族・部族になっていく うすると たとえばも い乳をした赤ちゃんと、乳をあげたお母さんの子は、血縁関係がなくても、同じ乳を飲むこと きょうだいになる。だから結婚してはいけ い、と うこ が起きたりします。
オセアニアの社会の言語には、そのサブスタンスに当たる言葉があ
って、わりあい普通の人が意識しています 、日本ではこういう概念はないので、ここまでは言わないと思います。しかし、私たち 社会にも、物としての食べものを介して、社会的 結びつきを
強化してい
くということは日常的にあります。お中元やお歳暮を贈ったり 電車で隣に座ったおばちゃんがアメちゃんをくれたりする。それで、何かつながりが生まれる。あるいは、世帯のメンバー 獲得してきた食べものを家族で分かち合う 私たちの社会にも⽛誰 食わ やってるんや⽜という言い方があります。それから、同じ台所で調理 た
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同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
る。
⽛お
ふ
く
ろ
の
味⽜の
よ
う
に、あ
る
人
が
調
理
し
た
も
の
を
家
族
で
食
べ
る。
⽛お
ふ
く
ろ
の
味⽜を
お
嫁
さ
ん
が
受
け
継
ぐ。私
た
ちは、似たような調理法、似たような味付けというかたちでも紐帯を強めていくことがあると思います。
現
代
日
本
の
事
例
で
考
え
る
と、
⽛タ
マ
ネ
ギ
さ
え
あ
れ
ば、す
ぐ
で
き
る⽜
というような半調理品は、肉団子とあんかけの部分が商品としてあって、タマネギを切って炒めて混ぜればできあがります。いま、こういう商品が売れているのはなぜなのか。もちろん、デリカ り安い 一から作るより手軽、新鮮なものが少し入っている、味付けも少し変えられて口に合う、などと う要素もあります 、それだけではなくて、家
庭
で
一
手
間
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て、
⽛こ
れ
は
私
た
ち
の
家
庭
の
食
べ
も
の
なんだ⽜という意味をつける。 り家族の共食にふさわしい食べものに変化させる。そ いう意味合 が、半調理品にあるのではな かと思います。
⽝星の王子さま
⽞のなかに、私の好きな言葉があります。王子さま
が花畑に行くと、自分の星のバラにそっくりなバラがたくさん咲いている。そのバラたちに、王子は⽛きみたちは美しいけ ど、ぼくにとっ
て
は
価
値
が
な
い
ん
だ。
(中
略)
ぼ
く
に
と
っ
て
は
き
み
た
ち
よ
り
も、あ
の
バラの花がはるかに大切なんだ。ぼくが水をかけた花だから。覆いガラスをした だから。風に当たらないようにと、つい て 立てた花な
ん
だ
か
ら
(サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
著、内
藤
あ
い
さ
訳⽝星
の
王
子
さ
ま⽞(
kindle
版)
⽜と
言
う
の
で
す。大
切
な
相
手
だ
か
ら
手
間
を
か
け
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
ともありますが、逆に、手間をかけてやった相手だから大切になっていく、ということ あるわけです。
共食の機能のなかに、一緒に食べることによって親密になるという
だ
け
で
な
く、一
緒
に
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
⽛こ
う
い
う
食
べ
も
の
は
お
い
し
い⽜と
か⽛こ
の
食
べ
方
が
い
い
食
べ
方
だ⽜
⽛こ
う
い
う
食
べ
る
場
面
は、
こういう関係にふさわしい場
面だ⽜という共通の知識が受け渡されて
いくということがあります。知識、社会的な意味づ 、文化的な価値観、ルール、味覚や嗅覚に対 る嗜好性が共有されていく。子どもが大きくなるにつれて、だんだん獲得され、それが世代間で継承されていく。そういうことが共食によって起こ のではないか。
孤食／個食はなぜ問題なのか。それによって、その社会で重要とさ
れている共食の機能が疎外される場合 、問題になるのではないか。そうすると、時間や場所や食物などの条件をすべて満たしていなくても、共食の機能を果たす食事もある。そんなふう 考えられます。機能が果たされてさえいれば、ある は、その機能を食事ではな 別の部分できちんと補うことができれば 孤食／個食も問題 ならないいうこともあると考えられます。
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
い
う
文
化
人
類
学
者
が⽝東
南
ア
ジ
ア
の
親
族
と
食
べ
も
の⽞という本を編んでいますが、そのなかで親族の紐帯を打ち立 るために
食べものは二つの方法で関与しているということを述べていま
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す。ひとつは分かち合うということ、もうひとつは食べものを与えるということです。食べものを一緒に食べるということが共食の注目される部分ですが、そのためには食べものを用意する人が要ります。そして、その食べものを誰かに食べさせるという立場の人が必ずいそこでヤノフスキーは、世代間の関係 正しい種類の食べものを供給す
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
ま
す
(Janow
ski
&
K
erlogue
(eds.)
2007,
“K
inship
and
F
ood
in
South
E
ast
A
sia”,
N
ias
P
ress)。
つぎにジェン
ダ
ーの話をします。男女の違いという場合、男女差別
もありますが、差別されていないけれども、区別されている部分もあると思います。役割分担という部分です。時間がありません で、差別の話は飛ばして、区別を感じたときの話を一つしたい 思います。
私はインドネシアの西ジャワ州の農村で調査を
していたのですが、
ここにはスラマタン儀礼というものがあります。人生の節目になるようなとき 、近所の人を二〇人ぐらい呼んできてイスラム式のお祈りをみん でしてもらい、その後にお食事を出すという儀礼です。
このときお客として呼ばれるのは近隣の世帯主の男性ですが、食事
を作るのは主に女性たちです。男性たちが食事をする きは、女性たちも食べます。男性に交じって同じ場に出ることはしませんが、台所から少しだけ客間に出る感じで、みんなでごはんを べま 。
そうすると、これは差別なのか区別なのか、私にはちょっと判断で
きません。でも、ここで確かなのは、共食の食べも を作っている
は女性たちだということです。ところが、先行研究でスラマタン儀礼の記述を読んでいると、作っている はほとんど出てきません。儀礼 お祈りをして 場面や男性が食べている場面は出てきますが、作っている人たちがどう う人たちなのか、女性たちは
いつ、どこで、
どういうタイミングで、 やって食べているのか、そういうことは記述のなかにほとんど出てこないのです。じつは、こういう準備の場は女性が中心になることが多いので、研究者の目から逃れてしまい、軽視されがちという側面があるのでは か 思っています。
この西ジャワ州に住むスン
ダ
人の人たちは、父方や母方に広がる膨
大な親族と関係をつないでいて、私からは他人に見えるような人 も⽛親族だ⽜と言って、付き合って ます。どうやって付き合 いるのか不思議に思うのですが、ひとつの要素として、結婚や男児 割礼に伴って数百人規模の祝宴をするということがあります。祝宴には、客として 参加の仕方もいろいろあ し、準備をす ための参加 仕方もいろいろあります。約一か月にわたってお菓子作りをする習慣があ
り
ま
す。
⽛明
日、○
○
さ
ん
の
家
で
お
せ
ん
べ
い
作
る
よ⽜と
言
う
と、二
〇人ぐらいの女性が集まってきて、おせんべいを作り、
ちょっとごは
んをごちそうになって帰っていきます。しかし、これを彼らはこれを共食の場として語ったり儀礼 一部とし 語ったり るこ はなく、ただ⽛おせんべいを作る⽜ 言っています。 る 、先行研究の祝宴の記述からは漏れて まう、ということがあるのです。
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私は、これを研究してみて、参加者が主体的に参加の仕方を選べる
ことが、じつは膨大な親族のネットワークを維持する際に、親しい人とは近づき あまり親しくない人とは遠ざけるけれども縁は切らないというかたちで う く調整に役立っていると感じました。これはお嫁さんのように新しく入った人が親族のネットワークに入り込んでいくシステムにもなっています。このように、ともに調理をする、あるいは食べものを提供することも、共食 場において非常に大きな役割を果たしている ではないかと思います。
そこで原田先生への質問ですが、ご講演の最初と最後で少しだけ女
性の姿が出てきました。狩猟採集民よりも後の時代になってくると、調理をする側や提供する側の歴史的資料 少な かなという印象を受けましたが、実際にな のでしょうか。
もしかしたら、それは女性の社会的地位の低さの反映でしょうか。
これこそジェン
ダ
ーの問題だと思いますが、女性が社
会的に低い地位
にあったがために、そこの重要性が無視ある は看過されてきたう側面があるのではないでしょうか。
また、一次資料としての史料だけでなく、調理する側や提供 る側
に着目した研究も少ないかと思 ま 。それは文化人類学のな かなり批判され 部分があって、い 女 研究者がすごく増えつつありますが、それでもまだまだ男性研究者中心の視座 あって、ちょっと見えにくいところもあるのかなというイメージ 持っています。
今後の共食研究、あるいはそれを社会に立証 ていくときの観点と
して、食べさせる側を視野に入れた共食研究も必要になるのではないか。だれがどのように食べものを共食の場に供するのか。先ほどの私の例では共同調理でしたが、家庭でお母さんなりお父さんなりが家族に食べさせていることに対しても、 う少し注目して、細かいところを
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
(澤
野
美
智
子、二
〇
一
五
年、
⽛趣
旨
説
明
・
フ
ィ
ー
ド
研
究
の
意
義
お
よ
び
可
能
性
に
つ
い
て⽜
、東
京
外
国
語
大
学
Ａ
Ａ
研
フ
ィ
ー
ル
ド
ネ
ッ
ト
・
ラ
ウ
ン
ジ
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム⽛f
eed×f
ield：食
べ
さ
せ
る
／
ら
れ
る
行
為
か
ら社会関係を読み解く⽜参照)
。
料理するだけでなく、食材やデリカテッセンを調達してくることも、
やっぱり意味があると思います。タイや台湾のような社会では 屋台文化がすごく発達していて、中食、つまり出来上がったものを買ってきて家で食べることが発展し います。そういう社会では、だからといって家族が崩壊しているかと えば、そうい こと ない。そうすると、日常の共食にこの食事 ふさわし かど か、決め手になる要素はなにか。もしかしたら買う人かもしれないし、買って いと命令する人かもしれない。お金の出どころ テーブルに出す出し方かもしれないし、食べ方かもしれない。そう うことがいろいろな社会でもっと研究されていけば、その知恵を少しずつ取り入れていくこと
によって、私たちの社会をもっとよくしていくことができ
るのではないかと考えました。
先生のご講演へのコメントになっていませんが、私からは以上で終
わらせていただきます。どうもありがとうございました。
(拍手)
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